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１ 重要事項 
 

個人の選好を調査するための実験手法についての研究に引き続き取り組んでいる。昨年

度までの研究成果を含めて、成果の取りまとめを行った。予算制約下での分配の実験に

おいて用いられる分配に関する選好のモデル（CES型効用関数モデル）の問題点および改

善方法をまとめた論文を執筆し、ディスカッション・ペーパーとして公表した。同様に、

時間選好の実験に関するモデル（CES-QHDモデル）の問題点を指摘する論文を執筆し、デ

ィスカッション・ペーパーとして公表した。現在は、これらの論文を査読付き学術論文

雑誌で出版するための作業を実施している段階である。 

また、上記の分配に関する選好のモデルを応用する経済実験を実施し、結果を論文とし

てまとめ、ディスカッション・ペーパーとして公表した。 
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２ その他の事項 
 
予算制約下での意思決定実験において、被験者の行動データとモデルとの一貫性を分析

する手法（顕示選好理論的な分析手法、または、パラメトリックな効用関数から導出さ

れる回帰モデルの残差項のモデリング手法）に関係する文献調査を実施した。また、リ

スク選好のモデルに関する文献調査を実施した。 
 
 
３ 次年度以降の計画・抱負 
 
予算制約下での選好を調査するための経済実験に関する研究を推進する。特に、被験者

の行動データとモデルとの一貫性を分析する手法について調査する。また、予算制約下

でのリスク選好の実験で、被験者の行動データを分析するための手法について調査する。 
 
 

 


